
柏市のいじめの状況と未然防止・
早期対応の取組について
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「子どもがいじめを苦に、自ら尊い命を
絶つような事態は何としても防がなけれ
ばならない」

【「柏市いじめ防止基本方針」理念】

子どものわずかな変化も見逃さない

未然防止・早期発見・早期対応

１．いじめの定義・認知
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【いじめの定義】＜昭和６１年度から平成１８年までの定義＞

①自分より弱い者に対して一方的に
②身体的・心理的な攻撃を継続的に加え
③相手が深刻な苦痛を感じているもの

「いじめ」とは、「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍す
る学校に在籍している等当該児童生徒と一定の人的関係
のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与
える行為（インターネットを通じて行われるものも含む。）で
あって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を
感じているもの」とする。なお、 起こった場所は学校の内外
を問わない。 ※いじめ防止対策推進法（第２条第１項）

いじめは「いつでも，どこでも，どの
児童生徒」にも起き得るという意識

＜平成２５年から現在＞



ア．いじめに係る行為の解消

被害者に対する心理的又は物理的な影響（インターネ
ットを通じて行われるものを含む）が止んでいる状態が

３か月継続していること。

イ．被害児童生徒が心身の苦痛を受けていないこと
いじめが解消しているかどうかを判断する時点におい

て，被害児童生徒がいじめの行為により心身の苦痛を
感じていないと認められること。
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【いじめの解消について】

柏市いじめ防止基本方針より

加害者への指導や謝罪をもって
安易に解消と判断しない



調査対象
令和２年度

柏市内小学校 ４２校：２１，９６４人
柏市内中学校 ２１校： ９，９６８人

（生徒数:令和２年５月１日現在）
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２．令和２年度
柏市いじめ状況調査
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いじめの調査結果
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※( )内は令和元年度

小学校 中学校 合計
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3学期に認知したいじめはすべて未解消
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いじめ認知件数の推移

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

中学校 184 402 620 734 952 624 646 707 670 390

小学校 113 166 581 846 1786 2406 2570 3078 3896 3152

113 166
581

846

1786

2406 2570

3078

3896

3152

184
402

620

734

952

624
646

707

670

390

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

5000

１２０１

２７３８

１５８０

１校当たり 約５６.２件
（昨年度 約７２．４件）

４５６６

３５４２

５６８
２９７

３０３０
３２１６

３７８５



9

いじめの態様（小学校）
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令和２年度柏市いじめ調査より
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令和２年度柏市いじめ調査より
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いじめの態様（中学校）
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令和２年度柏市いじめ調査より



いじめの学年別内訳（中学校）
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13

いじめられた児童の相談状況（小学校）
令和２年度柏市いじめ調査より
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いじめられた児童の相談状況（中学校）
令和２年度柏市いじめ調査より
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３．いじめの未然防止・早期対応の
取り組みについて

(1)『STOP it』アプリの提供
(2)いじめ防止授業の実施
(3)「脱いじめ傍観者教育」の授業支援
(4)チームでの指導体制の充実
(5)「ストップ！いじめ」リーフレット

「ホウレンソウカード」
の配付

(6)開発中取組
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(1)『STOP it』アプリの提供

『STOP it』アプリとは？

匿名で報告・相談ができるアプリ
（スマホ・PC・タブレット等）



STOPitアプリ相談状況（令和２年度）

相談件数 １２４件
中１：８６件 中２：２２件 中３：１３件 小６ ：５件
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いじめをはじめとした
様々な相談に対応

相談件数

やまびこ
電話相談

２６３

Ｅメール
相 談

１

令和２年度
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•新型コロナウイルス感染拡大防止による

臨時休校

全中学生 小学６年生

新規提供早期提供

『STOP it』令和２年度の対応
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法的理解 当事者意識 SOSの出し方

いじめの未然防止（脱傍観者）・早期対応に向けて

(２)いじめ防止授業の実施

【小学生対象：「いじめ防止授業」 】



啓発講演
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・市内小中学校（児童生徒・保護者），特別支援学校で実施
・インターネットやスマートフォン，
オンラインゲーム利用時の

トラブル事例と正しい使い方について講話

ネットいじめ・トラブル・被害の未然防止



柏市教育委員会

千葉大学教育学部

ストップイットジャパン（株）

(３)「脱いじめ傍観者教育」の授業支援
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傍観者の視点でいじめを考え，議論する授業の実施
市内全中学校 第１学年 全クラス

相談・報告しやすいアプリの提供(STOPit)
市内全中学校 全生徒

【中学校：ネットいじめを許容しない集団の雰囲気
を醸成するための授業支援の実施】

◎いじめを許容しない雰囲気の醸成
〇早期発見 〇抑止力

予防・介入により深刻な事態を防ぐ



担任一人で抱え込まない → チームで対応
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(４)「チーム」での指導体制の充実

教育委員会児童生徒課

特別支援教育
担当指導主事

SSWer担当
指導主事

学級経営
アドバイザー

スクールサポーター

不登校担当
指導主事

少年補導センター
指導主事

生徒指導担当
指導主事

「チーム」
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スクールソーシャルワーカー

１５中学校区に配置

令和３年度 新規に３名追加

教育分野に関する
知識

社会福祉等の専門的
な知識・技術

福祉や医療の
関係機関との
連携促進
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(5)「ストップ！いじめ」リーフレット
「ホウレンソウカード」の配付

「ストップ！いじめ」リーフレット 「ホウレンソウカード」
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(６)開発中取組

①心の健康観察

②人権教育プログラム

③こどもの命と人権を守るために



①心の健康観察

〇主な目的

①自己の状態を知る力（メタ認知）を育む

②子どもたちの悩みの把握と早期対応

（いじめや悩みの深刻化 未然防止）

③子どもたちが「SOSを出せる」環境づくり

ストレスを抱えやすい環境下の子どもたちを少しでも救うことに寄与したい
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【児童生徒】
GIGAスクール開始
朝の会の健康観察中に入力
メタ認知能力を育む

【教員】
・日常の児童生徒の心の変化から

心配な児童生徒への声かけ

令和４年度開始に向けて実証実験中



②人権教育プログラム（柏市版）

目標 『 多様性を認め合える人間関係づくり 』

〇主な目的

①いじめの未然防止

⇒いじめの背景に人権に関わる様々な要素が絡んでいる

②人権について，義務教育９年間で系統的に学ぶ

（小学１年生から中学３年生）

③自己の意思決定の機会

（葛藤から本音や思いを引き出し、

意見の交流を行う）
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令和４年度開始に向けて実証実験中



１ 防災・防犯
・避難の鉄則

・日頃から指導しておくべきこと

地震 火災 不審 台風等の風水害

津波（出先で遭遇する可能性を踏まえて）

・確実な点呼を

２ 交通安全
・登下校の安全指導

・自転車事故（加害・被害）

・交通事故が起こりやすいケース（時期・場所・その他の条件･･･）
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③こどもの命と人権を守るために（案）

活用イメージ：冊子及びデータ提供
未然防止・有事の対応
研修資料への活用



３ 校内外の事故

・救急要請のポイント

・保健室での対応 保護者との連携

・危険回避のために

子ども同士の「衝突」の未然防止 転落防止策

梅雨時の廊下歩行 授業中の危機管理

体育（水泳・柔道・バットの扱い方・走り高跳び・器械運動 等）

理科の実験 技術・家庭科（製作・調理実習 等）

子ども同士のトラブルによるケガ

トラブルの未然防止

（学校外のトラブルを引きずるケース、ＳＮＳ、部活内の人間関係 等）

被害の保護者対応 加害の保護者対応

・アレルギー対応

・熱中症対応

・感染症対応

・施設・設備の管理（サッカーゴール、防球ネット 等）
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４ 児童虐待

・子どもから相談があった時の対応

・あざ等を発見した時の対応

・児相に通告するケース

・家児相に通告するケース

・虐待の背景に潜んでいるもの

家庭の貧困 保護者の精神疾患 ＤＶ

複雑な家族関係 発達に課題のある子どもの子育て困難

・教育虐待

・ヤングケアラー

・過去の事例検証報告が示すもの
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５ 自傷行為

・相談があった時の対応

傷等を発見した時の対応 ＮＧワード、ＮＧ対応

自傷行為の背景に潜んでいるもの

• 性虐待、性被害

• 家族からの暴言・暴行

親の愛情を実感できない

兄弟姉妹で比較される

コミュニケーションとしての自傷行為

精神疾患
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６ いじめ

・未然防止のために

・早期発見・早期対応のために

・対応の好事例

・事態が悪化してしまった事例

・法の理解

・子どもが「学校に行きたくない」と言った時の対応

７ 教職員の適切な対応

・体罰が子どもに与える影響

・わいせつ・セクハラがもたらすもの

・子どもからのサイン

・見立ての重要性
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８ 医療的ケア児への対応

・医療的ケアを必要とする児童生徒とは･･･

・看護師の役割

・教職員の役割

・保護者を支える

・関係機関との連携

・周囲の児童と本人をつなぐために
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令和３年度末の周知・提供に向けて検討中


